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報告 1 （前田） 
 6 
 その民俗文化財の内訳は、有形が 132 件で無形民俗文化財が 200 件です。無形民俗文化財















































































































































形をつくって、地域のハーリー大会というのがあるのですが、毎年 5 月 4 日の旧暦に船漕ぎ競
争があります。それに採用されて、地元の平安座島でその船が走っています。 
 先ほど海中道路ができる前に行き来していた船といったのを、先代の図面をもとに復元して、












いいようなシールをつくりました。これも市民のデザイナーがつくって、任天堂 DS とか PSP
とかに貼れるようにしています。そうすると子どもたちはこれ何？と言って、模型づくりのと









































































































































































































前田 今うるま市では 2 人いまして、親子です。50 代のお父さん、今文化財指定になってい










築 27 年目の「再開館」 
 15 
報告 2  
築 27 年目の「再開館」 
―芸北民俗芸能保存伝承館の試行錯誤― 
 






司会 続きまして 2 番目の事例報告として、北広島町の教育委員会生涯学習課課長補佐であり




































 概要はこんなことで、人口 2 万人であります。人口密度が 32 人というのは北海道の半分以
下でございまして、大変なところでございます。人口の推移はこういう状態であります。昭和







も、ちょっと見にくいかと思います。国の指定文化財が 14 件、県が 23 件、町指定が 42 件で
ございます。この国の指定文化財の 14 件というのは、かなり多いほうではないかなと思って
























築 27 年目の「再開館」 
 17 
維持管理に苦労しておるのが実際のところであります。 












































 挙げ句の果てはとうとう戸を閉めてしまいました。伝承館は昭和 57 年に開館いたしまして、








































































いない制度でございます。今日本で 13 件、今日のご挨拶を聞きましたら、これに 2 件プラス







けれども、嘱託学芸員としてお願いし、臨時職員を 2 名ほどサブとして付けております。3 人

















































































































































































































































































地元がストップをかけまして、2 倍の規模の建物を建てたら地元負担も 2 倍になるわけであり



























築 27 年目の「再開館」 
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六郷 神楽団は 60 団体ございますが、まだ合併したばかりで新町としての組織ができておら





























































 この合併に伴いまして、資料 1 にございますように、右側の「ふるさとの技体験エリア」、













































の方に対応するために団体体験ということで、15 名から 40 名ぐらい、学校の 1 クラス分ぐら
いが一緒に体験できるような、1 時間くらいの子どもたちでも飽きないような学習体験のプロ
グラムをいくつか用意しております。 
 大体、房総のむらで昨年度の入館者数は 26 万人ぐらいだったのですけれども、そのうちの
半分近く、約 11 万人が何らかの体験をして帰っていただいております。結構、割合的には多
いのかなと思いますけれども、そのうちの 7 万 5 千人はこの随時体験、フラッと来て簡単にで











































































































ことでかなりの人数が必要なのですけれども、実際の組織、これは 5 ページの 7 番で書いてあ
りますけれども、職員の数としてはそんなに多くはないのです。管理課が 2 名で、事業課、こ
れがいわば学芸の部分ですけれど、広報・普及で 2 名、商家で 4 名、農家で 2 名、風土記の丘

































































































報告 3 （榎） 
 36 





























































































に盛んです。ここも 1,100 箇所ぐらいカウントされているのですけれど、岐阜県が 370 から
380、新潟県が 400 少し、ですから小さな県にすると非常にたくさんの獅子舞が現在も行われ
ています。ただ、昭和 58 年に、市の調査で 143 箇所の獅子舞が確認されているのですけど、
近年の調査では 120 をどうも切っているようです。古い時代は春と秋、2 回出るというのが氷
見の獅子舞の特徴だったのですけれど、近年は春に出れば秋は出ない、秋に出る地区は春には
















報告 4 （小境） 
 40 
加賀の獅子舞の影響を受けて、町場のほうにこういう天狗が出ます。これはごく一部です。 
 カヤ（胴幕）の中には今 5 人入っています。古い時代は 7 人なんですけれど、近年だん
だん短くなって、カヤの中が 5 人というのが一般的です。砺波の獅子なんかはカヤの中に
竹の輪を入れて膨らますのですけれども、氷見の獅子舞の場合は入れません。 






















を 1 人で 1 時間ぐらいやります。今、首を切り離します。天狗は雄叫びを上げて獅子を討
ち取ったと言っています。最後に獅子の上に天狗が乗って、討ち取ったということを確か
めて、この年の祭礼、獅子舞がすべて終わります。これで終わり。本来はこれを 1 時間ぐ


























































 この田園空間整備事業、氷見市は平成 14 年に事業の採択を受けておりまして、市内 16 地
区で事業を実施いたしております。これは主にハード事業を中心としたものでございまして、
国が大体 50％、県が 20％、市が 30％を負担するといった形で、各地区に残る色々な地域資源
をもとに氷見市全体を博物館と見立てるという構想を中心に事業を進めているというもので
















報告 4 （鈴木） 
 44 
 そして平成 14 年の 3 月までに、田園空間博物館の構想というものをまとめております。こ
れは地域住民の意向を踏まえた計画策定ということでございます。そして、14 年の 9 月から
実際の整備事業が始まっております。 
 構想の柱となっているものには四つのものがありまして、まずゆとりある空間整備、2 番目













りますが、氷見も一時は人口が 7 万人を超えておりましたが、現在は 6 万をきっております。

































































らの畳の部屋に 150から 200人を収容することができますので、毎回の実演会は 200人ぐら





























が各地にだんだんいなくなって、実際に青年団としての人は 1 人か 2 人しかいない現状で、獅










































































































































































































































































































































































































す。現在 6 名おります。実際に木造船をつくれる船大工さんは 2 名です。1 名は 80 代、1 名


























































司会 3 番目は、独特の用具とか材料の確保が不可欠だろうと思いますが。 
 


































前田 実は私たち資料館というのは、基本的に職員配置は私 1 人です。ただ、年間 3 万 3 千人












対 1 の関係というよりも、1 対 1 のリレーションシップをつくっていきたいというのが狙いで
す。 












































































































































鈴木 一応先ほどお話ししましたように、実演会というものを 1 年に 5 回やっておりまして、



























































































































































































































いう習俗が伝わっています。本来でしたら、23 歳もしくは 25 歳が退団の年だったはずなんで




れる人がやっぱり 30 人ぐらいいます。カヤに 5 人入って、交代のメンバーも要ります。天狗
が 4人から 5 人要ります。それから囃子方として、太鼓、笛、摺鉦などに 3～4人要ります。























































































































ていったほうがいいのかなと、この 8 年間の資料館活動で思います。 
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第 5 回無形民俗文化財研究協議会 アンケート集計結果 
 
 























参加者総数 98  アンケート有効回答数 72 
   アンケート有効回答率 72.7% 
     
アンケート結果     
(1)-3 所属（複数回答あり）   (2) この協議会に参加して  
①行政関係者 51  ①非常に有意義だった 44 
②保存会関係者 0  ②有意義だった 27 
③研究者 17  ③参加する必要はなかった 0 
④その他 8  ④無回答 1 
⑤無回答 0    




























































































































































































































































































































































第 5 回無形民俗文化財研究協議会 参加者 
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小境 卓治 氷見市立博物館 
児玉 信  
小西 沙和 東京文化財研究所無形文化遺産部 
笹生 昭 （社）全日本郷土芸能協会 
佐藤 智敬 府中市郷土の森博物館学芸員係 
鈴木 瑞麿 氷見市産業部農林課田園漁村空間整備推進班 
関 孝夫 上尾市教育委員会生涯学習課 
田井 静明 香川県立ミュージアム 
平良 宣子 毛呂山町歴史民俗資料館 
高桑いづみ 東京文化財研究所無形文化遺産部 
高見 里佳 北海道教育庁生涯学習局文化・スポーツ課 
田中 英機 実践女子大学文学部 
坪郷 英彦 山口大学人文学部 
土居 浩 ものつくり大学 
德重 敬子 藤沢市教育委員会生涯学習課 
戸田 剛 浜松市生活文化部文化財課 
中川 啓司 徳島県文化振興財団・徳島県郷土文化会館事業課 
永松 敦 宮崎公立大学人文学部 
中村 茂子 実践女子大学 
中藪 規正 ブレインズネットワーク 
中山 弘樹 日野市郷土資料館 
仁尾 洋子 東京文化財研究所無形文化遺産部 
錦織 稔之 島根県立古代出雲歴史博物館 
西嶋 一泰 立命館大学大学院 
沼田 愛 東北学院大学大学院、東北学院大学博物館 
能勢 幸枝 印西市立印旛歴史民俗資料館 
萩谷 良太 土浦市教育委員会文化課 
橋本 章 財団法人長浜曳山文化協会（曳山博物館） 
服部比呂美 東京文化財研究所無形文化遺産部 
浜島 司 まつり同好会 
半貫 芳男 狭山市教育委員会生涯学習部社会教育課 
久田 利憲 北海道教育庁生涯学習局文化・スポーツ課 
俵木 悟 東京文化財研究所無形文化遺産部 
平山 誠一 山武市教育委員会生涯学習課 
福持 昌之 京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課 
星野 厚子 東京文化財研究所無形文化遺産部 
細見 吉夫  
前田 一舟 うるま市立海の文化資料館 
増山 一成 中央区教育委員会事務局・中央区立郷土天文館 
松崎 睦彦 東村山ふるさと歴史館 
真部 正明 ポーラ伝統文化振興財団 
丸尾 依子 山梨県立博物館 企画交流課 
水上 優 （財）ポーラ伝統文化振興財団 
宮下 聡史 八千代市立郷土博物館 
宮永 一美 福井県教育庁文化課 文化財保護室 
宮前 功 東京都教育庁地域教育支援部管理課文化財保護係 
宮本 尚子 安曇野市豊科郷土博物館 
宮本 瑞夫 （財）宮本記念財団 
村上 達哉 飯能市郷土館 
森山 高 春日部市教育委員会社会教育部文化財保護課 
柳澤 剛 清瀬市郷土博物館 
山縣 紀子 （財）広島市文化財団 広島市郷土資料館 
山崎あさぎ 戸田市立郷土博物館 
山﨑 和巳 多摩市教育委員会教育振興課総務・文化財担当 
山下 祐樹 熊谷市教育委員会社会教育課文化財保護係 
山村 恭子 館山市立博物館 
吉川 雅智 城陽市歴史民俗資料館 
吉田 政博 板橋区教育委員会生涯学習課文化財係 
吉原 睦 倉敷市教育委員会生涯学習部文化財保護課 
六郷 寛 広島県北広島町教育委員会生涯学習課 
渡邉 嘉之 練馬区教育委員会・石神井公園ふるさと文化館 
綿貫 潤 東京文化財研究所無形文化遺産部 
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